
40年間の推移

（注）平成18年以前は労災保険給付データ、平成19年以降は労働者死傷病報告のデータである。

埼玉県内の事業場における労働災害発生状況の推移
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25年間の主な業種別の休業４日以上の死傷者数の推移
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休業４日以上の死傷者数

主な業種別の休業4日以上の死傷者数では、製造業、建設業

は長期的には減少傾向にあります。一方で陸上貨物運送事

業、商業、社会福祉施設は、増加しています。

休業4日以上の死傷者数は長期的には大きく減少していま

すが、近年は増加傾向にあります。


